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21 , CC は xy  に関して対称であり、2交点 BA, も xy  に関して対称である。 
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 qp とおくと、 ),(),,( pqBqpA である。 
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線分 ABと、 2C で囲まれた部分の面積は 3
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線分 ABと、 1C で囲まれた部分の面積は 
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1C と 2C で囲まれる図形の面積は )32log(
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 qp である。 32 t の二重根号は、外せなくても解ける。 

y

x

A

B

0



